


京王自動車グループ

責任部署 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

危機管理本部、防災会議の体制見直し等を盛り込み規
程の改定を行う。

安全運行部

防災委員会は、災害に応じて、タイムラインおよび本社代
替場所を改めて定義する。

防災委員会

防災委員会は、協議内容を定期的に常勤役員、部長へ報
告する。

防災委員会
防災会議

大地震
既存の大地震のBCPを策定するほか、大規模地震発生
時の基本行動マニュアルを時点修正する。

防災委員会

風水害
風水害のBCPを策定するほか、風水害対応マニュアル
を作成する。

防災委員会

災害に応じたタイムライン、本社代替場所、大地震および
風水害のBCPを提示し、発災に備えた規定を備え付け
る。

防災委員会

構成を常勤役員、部長等に変更するほか、発災時あるい
は発災の恐れのある時に立ち上げる。

安全統括管
理者の上申・
社長の判断
で招集

構成を危機管理本部と同様に変更するほか、防災委員
会での進捗を確認、指示および決裁を行う。

社長の判断
で開催

規程改訂、災害に応じたタイムラインおよび本社代替場
所の定義、BCPの作成、各部各現業へ提示する。

安全運行部

事務職・整備職の安否確認訓練費用の出捐 総務部

安全講習会費用・手当の出捐 総務部

発災時あるいは発災の恐れのある時に、システムに備
わっている、位置情報取得機能やハザードマップ機能の
活用を行う。

安全運行部

防災体制強
化に関する
費用支出・投
資と施設等
の点検・整備
および備蓄

費用支出と
投資

安否確認システム費用

教育・訓練費用

安全運転支援システム搭載車両の追加
導入（２０２５年度内で実施済）

防災体制の
強化

組織体制

【有事】危機管理本部

【平時】防災会議

【平時】防災委員会

２０２6年度　運輸防災に関わる重点施策・実施計画

重点施策 実施計画
実施時期

防災意識の
浸透および
高揚を図る

規定等

自然災害対応規程

大規模災害BCP

本社各部、各現業への災害対応の具体
策の提示



京王自動車グループ

責任部署 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

２０２6年度　運輸防災に関わる重点施策・実施計画

重点施策 実施計画
実施時期

諸施設・設備の状況を確認し優先順位を付して補修や改
修を進め、次年度以降へ向け予算案を策定する

経営企画部

本社代替場所での本社機能維持のための資機材の整備
および次年度以降へ向け予算案を策定する

防災委員会
が主導し全
部署

災害時に電気自動車を非常用電源として活用するため
に必要な資機材の整備または次年度以降へ向けた予算
案を行う

安全運行部

諸施設の備蓄品の状況を確認し必要に応じて補充を進
め、次年度以降の補充へ向け予算案を策定する

総務部

連絡体制
の点検

緊急連絡用スマホ(衛星電話)を使用し、事故発生時や発
災時を想定した連絡訓練、情報の共有を実施する。

安全運行部

乗務員
夏季の風水害や冬季の雪害等への対応をテーマに計画
し、実施する

営業部

乗務員・営
業所事務
所

安全講習会、テロ対策訓練等へ参加する 営業部

事務職・整
備職

安否確認訓練を実施する 総務部

防災委員会
国土交通省主催の運輸防災マネジメントセミナーを受講
する

防災委員会

運輸安全マネジメントと同様に実施する 監査部

運輸安全マネジメントと同様に実施する 安全運行部

外部研修

安否確認訓練の実施

運輸防災マネジメントセミナー

内部監査の
実施と必要
な是正措置

内部監査

マネジメントレビュー

防災に関す
る教育・訓練
の実施

現任運転者教育

緊急用スマホを活用した通報訓練

防災体制強
化に関する
費用支出・投
資と施設等
の点検・整備
および備蓄 点検整備

および
備蓄

諸施設・設備の点検・整備

災害時の本社代替場所および本社機能
を維持するための資機材の整備

電気自動車を非常用電源として活用す
るための機器導入

備蓄品の確認と補充


